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１．はじめに

一般に飛来塩分粒子は、海岸から遠い距
離の場所まで飛来するがその減衰は著し
く、汀線から100～200ｍ離れた距離の地
域では濃度が1/5～1/10に低下するといわ
れています。
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そこで汀線から200ｍ以内における飛来塩
分粒子の影響の大きい環境（汀線から70

ｍ及び140ｍ地点）で溶融亜鉛めっき鉄筋

の防蝕効果の確認を行う目的で、福井県
三国海岸の福井石油備蓄㈱内において
10年間の計画で平成13年5月から暴露試
験を開始した。

設置全体手前：汀線より１４０ｍ
後方：海岸より７０ｍの位置に設置

設置全体手前：汀線より７０ｍ
後方：海岸より１４０ｍの位置に設
置

 しかしながら福井石油備蓄㈱の都合により
暴露試験の継続が不可能になったため、
供試体を平成15年12月に愛知県の伊良
湖岬に移し暴露を継続した。
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福井石油備蓄㈱内における暴露2年7ヶ月
後の暴露試験結果2）と暴露地変更後の伊
良湖岬9年3ヶ月後の暴露試験結果をまと
めた。

２．方 法

2.1 鉄筋コンクリート用棒鋼
鉄筋コンクリート用棒鋼（JIS G3112 D13：

以下黒鉄筋）及びそれらに溶融亜鉛めっき加
工（JIS H8641 HDZ55：以下めっき鉄筋）を
施した鉄筋を用いた。

鉄筋端部の保護目的でコンクリートに打設
する前に両端5ｃｍをエポキシ樹脂塗装し、
打設時に突出させた鉄筋端部は塩ビ樹脂
キャップにコーキング材を充填して被せ保
護した。



4

2.2 コンクリート供試体

コンクリートは水セメント比（ｗ/ｃ）が60％、
スランプが18±2.5ｃｍ、塩化物イオン量
0.3Ｋｇ/ｍ3 以下を基準とし、比較用に水
セメント比70％の供試体も作成した。

使用した細砂は長良川水系、粗砂、砂利
（25～5ｍｍ）は揖斐川水系の材料を使用

した。コンクリートの配合表を表１に、コン
クリートの圧縮試験結果を表２に示す
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2.3 暴露場所
福井石油備蓄㈱

伊良湖岬
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３．試験結果

3.1 塩分濃度測定
福井2年7ヶ月暴露供試体からコア採取し、
深さ方向にスライスした汀線より70ｍ地点
及び140ｍ地点試料の分析を行った。

暴露地変更伊良湖岬９年3ヶ月の塩化物イオ
ン濃度測定結果
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3.2 鉄筋腐食面積測定
福井2年７ヶ月暴露供試体の解体写真
及び、鉄筋腐食面積の測定結果を表7

に示す。

測定方法は、透明シートを巻きつけて
腐食部分のマーキングを行い展開し、２
値化して面積を求めた。
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暴露地変更伊良湖岬９年3ヶ月暴露供試体
の鉄筋腐食面積測定結果を写真２に示す。

測定方法は、ハンデイスキャナーにてセン
ターから両端11ｃｍ（範囲22ｃｍ）円周方向

にスキャンし画像ソフトにて腐食部分をマス
クにて拾い出し、２値化して面積を求めた
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Ｂ02-7-7-2 腐食面積20.41％

Ｂ02-7-1-2 腐食面積8.07％

Ｂ02-14-10-2 腐食面積3.92％

Ｂ02-14-5-2 腐食面積0％
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Ｚ02-7-10-2 腐食面積0.35％

Ｚ02-14-7-2 腐食面積0％

４．考察
福井2年７ヶ月暴露かぶり1ｃｍ供試体の結
果は、塩分浸透量が鉄筋位置で汀線から
70ｍが2.58 Kg/m3及び腐食面積が17.7～
10.19％、140ｍが1.85 Kg/m3及び腐食面
積が6.48％で環境条件の差が非常に良く
出た結果となっているのは写真1で分かると
おり暴露に適した条件の場所であったから
と考える。

設置全体手前：汀線より７０ｍ
後方：海岸より１４０ｍの位置に設置

設置全体手前：汀線より１４０ｍ
後方：海岸より７０ｍの位置に設置
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暴露地変更伊良湖岬９年3ヶ月暴露かぶり
2ｃｍ供試体の結果は、福井2年７ヶ月暴露
の暴露距離の差をそのまま引き継いだ結
果で、70ｍより移動した供試体の塩分浸
透量は5.89 Kg/m3 腐食面積が20.1～
8.07％、140ｍより移動した供試体の塩分
浸透量は4.３０Kg/m3 腐食面積が3.92～
0％となり、かぶりの差が鉄筋の腐食発生
限界塩化物イオン量に関係したと考える。
めっき鉄筋は、暴露地変更伊良湖岬９年
3ヶ月の供試体の一つに孔食と見られる腐
食面積0.35％の赤錆が見られたが、その
ほかの供試体には赤錆の発生は見られな
かった。
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 建築工事標準仕様書・同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事 2003 P528

 鉄筋の腐食発生限界塩分濃度 1.2（Kg/㎥）NaCl

 （0.73（Kg/㎥）Clイオン）

 コンクリート標準仕方書 2007 P120

 鋼材腐食発生限界塩分濃度（Clim） 1.2（Kg/㎥）Clイオン

 建築工事標準仕様書・同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事 2007 P601

 鉄筋の腐食発生限界塩分濃度は、W/Cを

 考慮した解説表25.3より初期混入塩化物

 イオン量の規制値である0.3Kg/㎥を差し

 引いた値

 コンクリート標準仕方書 2013 P149

 鋼材腐食発生限界塩分濃度（Clim） 類似の構造物の実測結果や試験結果
を参考に定めてよい。

 それによらない場合、式（2.1.6）～（2.1.9）を用いて定めてよい。ただしW/C

の範囲は、0.30～0.55とする。


